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A. 次の文を読んで質問に答えなさい。４つの答の内、正しいものを選んでクリックして
ください。 
本当に愛しているの？１ 
 
自分のほうから愛情表現をするのは、日本人にとって苦手なことだ。これは、言葉少な

く、控えめが美徳とされてきたためである。「沈黙は金、雄弁は銀」「口はわざわいの門」

など、“雄弁な人は信用されない”という意味のことわざもあるほどだ。 
言葉で言わなくても、態度でわかる。むしろ、顔やその場の雰囲気で、相手が何を言い

たいのか、どうして欲しいのかが分からなければ賢いとはいえない。そういう意味のこと

わざも「目は口ほどに物をいう」というのがある。このような日本の伝統的な習慣が、日

本人の愛情表現不足には大きく影響していると言える。 
 
愛する（あいする）愛情（あいじょう）表現（ひょうげん）苦手（にがて）言葉（ことば）

控えめ（ひかえめ）美徳（びとく）沈黙（ちんもく）雄弁（ゆうべん）わざわい ことわ

ざ 態度（たいど）賢い（かしこい）習慣（しゅうかん）不足（ふそく） 
 
 
 
 
１．つぎの中で正しいのはどれですか。 
□ 日本人は愛情表現をよくするし、とても上手だ。 
□ 日本人は愛情表現をよくするが、あまり上手ではない。 
□ 日本人は愛情表現をあまりしないが、してはいけないと言われたからだ。 
□ 日本人が愛情表現をあまりしないのは、あまり話さないことがいいことだったからだ。 



B. 次の文をイタリア語に翻訳してください。 
 
１． 遅刻しそうだと思ってあわてて起きたら、今日は日曜日だった。 
 
 
２． あの子はいくら注意しても無駄ですよ。本人に聞く気がないのだから。 
 
 
３． 健康のためには、あまりたくさん食べ過ぎないことが大事だ。 
 
 
４． 時差ぼけ（じさぼけ）というものは、経験した者にしかわからない。 
 
 
５． ちょっとお電話を使わせていただいてもよろしいですか。 
 
 
 
 
 
C. 日本には有名な富士山（ふじさん）がありますが、イタリアにはどんな有名な山があ
りますか。日本人の友だちに教えてあげてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



D. 漢字を番号で書いてください。同じ番号を使ってもいいです。 
１． （とうひょう）は、（かなら）ず（じぶん）の（いし）でしてください。 
  
２． （どくしゃ）の（とうしょ）におもしろい（いけん）があった。 
 
３． （きぎょう）が（せいじてきたちば）を（きょうせい）するのはよくない。 
 
４． （たいしゃじかんご）には（しゅふ）の（たちば）から（ふで）をとる。 
 
５． （にほん）の（かいしゃ）にはよく（しゃたく）があって、（いえ）に（かえ）っ

ても（しごと）の（かんけい）が（つづ）いていることがある。 
 
６． （しゅうい）に（はんたい）されても（おしき）る（ゆうかん）さが（ひつよう）

だ。 
 
７． （せんきょ）の（まえ）にテレビで（たいりつこうほ）を（ひなん）するニュー

スが（なが）れた。 
 
 
01 対 02 志 03 挙 04 的 05 続 06 企 07 勇 08 会 09 退 10 家 
11 必 12 時 13 本 14 事 15 流 16 間 17 非 18 者 19 関 20 押 
21 係 22 要 23 見 24 敢 25 投 26 前 27 立 28 選 29 候 30 書 
31 業 32 帰 33 治 34 婦 35 失 36 筆 37 社 38 勤 39 分 40 仕 
41 強 42 囲 43 難 44 自 45 制 46 役 47 日 48 政 49 反 50 楽 
51 読 52 補 53 後 54 宅 55 周 56 意 57 切 58 場 59 主 60 票 
 
 
E. 漢字の読み方をひらがなで書きなさい。 
 
１． 尊敬する先生が、今度、選挙に対立候補として出ることになった。 
 
２． 権力に立ち向うには、まず自分の意見をはっきり言えることが大切だ。 
 
３． 知り合いの推薦で会社に入社したのであまり不満も言えない。 
 
４． 日本では六十年代から大きく工業が発展し、女性も仕事をするようになった。 
 
５． 周囲からきらわれている人を弁護するために全てを犠牲にした。 
 



６． 業界の競争がとてもきびしいので、企業は政治的運動もする必要がある。 
 
７． 新しいプロジェクトを拝見した数日後に、その事故は起きた。 
 
８． 私自身不満はいろいろあるが、ある程度は耐えるつもりだ。 
 
９． 近ごろは何が起きるか分からないので、番犬を置き、同時に鍵も変えた。  
 
１０． このごろの日本人は、男性である夫よりも妻の方が勇敢なことがよくある。 
 
 
 
 


